








































































































































































名　　称 所在地1総面積（・・）． 名　　称 所在地 総面積（ha）









＼＼　　　団地名　　　　＼霧が丘団地 大山田団地1洋光台団地『 鳶尾団地 高蔵寺団地1新多聞団地左6団
暫庸 地の割　　用地　　、一一＿＿　　項目＼ 面積 割合 鷲欣「瞥 割合■面積％「h・」 割合■面積 割合 合の平ha！． ％ ha ％ 均％　1　■
④住　宅　用　地 72．764．5　　■120．8．62．3137．66．3156．64．940657．7126．865．563．54
⑤道　路　用　地 ■20．918．541．2．21．236．917．814．2　≡1613．13819．731．016．O18．25
◎河川・水路等用地 2．912．6 1．9??1．O O．2 0，1 O O O O 2．0 1．0 O．79
④公園・緑地用地 7．2 6．411．3　5．8　■ 12．416．0 7．4 8．5－　547．710．95．6 6．67
◎教育その他施設用地 ■9．O 8，0 18．8　9，720．4■　　　■ 9．8　「 9．010，310．4　一 14．922．8■11．810．75■







団地名 長田野団地 勝央団地 佐賀東部団地 長浜団地 米沢八幡原 左5団団　　地 地の割
面積 割合＝ 面積 割合 面積 割合 面積 割合 面積 割合 合の平
用地項目 （ha） （％）　1　－　1 （％） （ha） （％） ’ （ha） （％） （ha） （％） 均％
■
④工場用地（敷地内緑地） 2444171．541．6一 48．56．5…1…1…1180．141．958．20
一 【 一 一 （3．8）
（3．4）■（4．1）　　1 （5．O）（57．4）（13．3）
⑤道　路　用　　地 31．39．2 3．9 4．5 7．7 7，513．34．1 31．87．4 6．54■


























































































































団地名：霧が丘団地1大山田団地 団洋光台地，鳶尾団地 高蔵寺団地 新多聞地区 左6団地の割
面積 割合 面積 割合 面積 割合 面積 割合 面積 割合■ 面積 割合 合の平
地目　　　（ha） （％） （ha） （％） （ha） （％） （ha） （％） （ha） （％） （ha） （％） 均％????????????
20．918．541．21．236．917．814．216．313819．731．O16．018，25




嚢麓地．公 7．2 6．4 11．35．8 12．46．O 7I4 8．5 54． 7．7 1O．95．6 6．67
部宅　地 39．835．362，82．4 71．134．2 9．533，822932．67．34．833．85分小計 47．O41．74．138．283．540．236．942．328340．378．240．440．52





団地名 長田野団地 勝央団地 佐賀東部団地 長浜団地 米沢八幌原団地 左5団地の割
面積割合 面積 割合 面積 割合 鵬鵬 面積 割合 合の平地　目一 （h・）．（％） （ha） （％し （?）』 （ha） （％） 均（％）









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































z δ∪ 〃 〃 O．9 O．9
27 810 O．9 O．9 1．O 1，O
28 840 1．O 1．O 1．1 1．1
29 870 1，1 1．1 1，2 1．2
30 900 1．2 1．2 1．3 1．3
31 930 1．3 1．3 1．5 1．5
32 960 1．4 1．4 1．6 1．6
33 990 1，6 1．6 1．8 1．8
34 1，020 1．8 1．8 2．0 2．0
35 1，050 2．O 2．0 2．3 2．3
36 1，080 2．3 2．3 2，6 2．6
37 1，110 2．7 2．7 3．O 3．O
38 1，140 3．1 3．1 14．66 3．5 3．5
39 1，170 3．6 3．6 ．75 4．1 4．1
40 1，200 4．3 4．1 ．80 4．8 4．6 15．OO
41 1，230 5．3 5，1 ．95 5．9 5，6 ．15
42 1，260 6．5 6．1 15．05 7．2 6．9 ．30
43 1，290 8．2 7．6 ．25 9．2 8．5 ．50
44 1，320 10．8 10．O ．50 12．O 11．2 ．80
45 1，350 14，7 13．4 ．83 16．4 15．O 16．20
46 1，380 21．2 19．8 16．35 23．7 21．2 ．90
47 1，410 33．3 29．4 17，45 37．2 30．6 18．65
48 1，440 60．O 46．O 20．60 66．9 45．5 22．75
49 1，470 O 18．7 16．25 O 25．3 17．60
50 1，500 O 4．1 14．80 O 7，5 15．40
51 1，530 O O 14．00 O 0 14．00
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　　　オリフィス公式（土木学会，1963）
　　　　Q＝0×ノ1×〉29x11
　　　　　0：流量量（m3／s）
　　　　　0；流量係数＝0．60
　　　　　A：放流口断面積（2ケース）
　　　　　　2．5x2．5＝6．52m2
　　　　　　3．0×2．5＝7．50m2
　　　　　9：重力の加速度；9．8
　　　　　　H：＝貯水位一1．25
　　　上記の計算による水位～放流量は表13のとおりである．
　調節計算
　　　下流河川の流下能力等より調節池からの最大放流量は約46m3／sに制隈されている．
　　　また調節計算は連続式1一ρ＝dγ／dはり計算した．
　　　計算結果は表14，図7，図8のとおりでありおおむね所定の流量まで調節できた．
　C．流出係数の差による防災調節池の容量と建設費の差
　　　流出係数0．78とO．9による防災調節池の諸元を比較すると表！5のとおりである．
　表15によるとダム高で2．1m低くなり，調節池容量で11，690m3減少し，ダム高が2．1m低く
たったことにより，ダム基礎の堀削土量が400m3，ダム本体のコソクリート量が2，220m3減
少した等により，建設費で39百万円安くなった．
表15流出係数の差による調節池諸元
＼＼　ダム諸元
　　、　　　　　ダ　ム　高流出係数＼
0，90
0．78
22．75m
20．60
調節池容量
66，218m3
54，528
ダム放流口
幅　　高
2．5m×2．5m
3．O　×2．5
建設費
203円百万
164
ダム放流口敷高14．00m
5．む　す　ぴ
　流出係数0．78と0．9とではそれらより推算された洪水流量及びそれらを調節するための防
災調節池の建設費に表15のとおり大きな差があらわれる．これによってわかるように流出係
数の僅かの差は洪水処理費の大きな差をもたらすもので，費用負担などを考え併せるといた
ずらに大きい流出係数がよいとはいい切れない．すべての防災施設がそうであるように，大
きけれぼいいのではなく，国民的合意の得られる防災施設の規模を流出係数と建設費用で比
べてみたもので，このような観点からフィードバックして精度の高い流出の調査研究が防災
の面から待望されていることが明らかになるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一84一
大規模工業団地計画におげる流出係数の考え方一武田
　本報文の作成について資料その他の提供をいただいた地域振興整備公団工業再配置第一部
長を始め関係各位の方々に深くお礼申し上げます．
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2）
3）
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